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【
第
三
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

分
科
会
6　

次
期
災
害
に
備
え
る

地
域
教
会
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

栗　

原　

一　

芳

二
〇
一
三
年
一
二
月
に
内
閣
府
、
中
央
防
災
会
議
に
よ
り
、
首
都
圏
直
下
型
地
震
の
新
想
定
が
発
表
さ
れ
た
。
発
生
確
立
は
三
〇
年
で

七
〇
％
。
M
7
で
首
都
圏
で
の
死
者
は
最
大
で
二
万
三
〇
〇
〇
人
（
う
ち
火
災
に
よ
る
死
者
が
七
割
の
一
万
六
〇
〇
〇
人
）。
東
京
、
神
奈

川
、
埼
玉
、
千
葉
の
広
い
範
囲
で
震
度
六
強
。
湾
岸
の
一
部
で
震
度
七
。
都
心
を
囲
む
木
造
密
集
住
宅
地
域
で
倒
壊
と
大
き
な
火
災
被
害

（
全
壊
、
焼
失
が
六
一
万
棟
、
う
ち
火
災
が
四
一
万
二
〇
〇
〇
棟
、
液
状
化
が
二
万
二
〇
〇
〇
棟
。
経
済
被
害
は
九
五
兆
三
〇
〇
〇
億
円
と

国
家
予
算
規
模
と
な
る
。
気
に
な
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
／
交
通
の
被
害
は
、
都
内
五
割
で
断
水
、
停
電
。
復
旧
に
一
カ
月
程
度
。
一
般
道
は
復

旧
に
一
カ
月
。
地
下
鉄
は
一
週
間
。
J
R
や
私
鉄
で
は
一
カ
月
程
度
の
運
行
停
止
。
羽
田
空
港
は
滑
走
路
の
一
部
が
液
状
化
で
使
用
不
可
。

問
題
は
突
然
発
生
す
る
帰
宅
難
民
で
あ
る
。
首
都
圏
で
帰
宅
困
難
者
が
八
〇
〇
万
人
、
二
週
間
後
の
避
難
者
が
七
二
〇
万
人
と
見
込
ま
れ
て

い
る
。
昼
間
人
口
の
多
い
東
京
で
は
避
難
所
自
体
が
圧
倒
的
に
足
り
な
く
な
る
。
さ
ら
に
空
き
地
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
の
で
瓦
礫
置
き
場
や
仮

設
住
宅
設
置
場
所
が
不
足
す
る
。
ま
た
、
交
通
網
の
遮
断
か
ら
食
料
、
物
不
足
の
長
期
化
、
医
療
現
場
の
パ
ニ
ッ
ク
が
予
測
さ
れ
る
。
災
害

は
弱
い
者
い
じ
め
で
あ
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
被
害
が
大
き
く
出
る
。
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こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
歩
い
て
行
け
る
距
離
に
あ
る
諸
教
会
の
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
が
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
同
時
多
発
的
に
発

生
す
る
火
災
、
負
傷
者
に
よ
り
公
共
機
関
の
援
助
は
す
ぐ
に
は
来
な
い
。
最
低
三
日
間
は
隣
近
所
の
人
た
ち
と
助
け
合
っ
て
生
き
延
び
る
こ

と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
神
の
家
族
で
あ
る
教
会
同
士
が
「
助
け
、
助
け
ら
れ
る
、
顔
の
見
え
る
関
係
つ
く
り
」
を
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
誰
か
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
諸
教
会
に
呼
び
か
け
、
ま
ず
は
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、
連
絡
情
報
、
防
災
情
報
を
共
有
す
る
。
さ
ら
に
は
そ
の
町
の
避
難
所
マ
ッ
プ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
な
が
ら
、
お
互
い
の
教
会
の

位
置
を
確
認
す
る
。
ま
た
、
信
徒
リ
ソ
ー
ス
（
医
者
、
大
工
、
社
会
福
祉
関
係
者
な
ど
）
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
活
か
す
。
一
度
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
と
、
被
災
し
た
際
、
外
部
か
ら
の
支
援
を
円
滑
に
受
け
る
窓
口
に
も
な
り
得
る
。
ま
た
他
の
地
域
の
災
害
支
援
に
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
教
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
た
ら
、
積
極
的
に
社
会
福
祉
協
議
会
や
市
町
村
の
防
災
課
、
自
治
会
な
ど
と

も
連
携
し
、
町
ぐ
る
み
の
防
災
の
一
端
を
担
え
る
よ
う
に
す
る
。

三
・
一
一
以
来
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
っ
て
ゆ
く
」
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
震
災
前
か
ら
地
域
と
繋
が
り
、
地
域
に
仕
え

て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
防
災
は
「
プ
レ
宣
教
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

現
在
、
東
久
留
米
市
、
台
東
区
、
板
橋
、
大
久
保
エ
リ
ア
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
動
き
が
あ
る
。
将
来
は
、
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、

そ
れ
ら
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
同
士
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
れ
て
ゆ
く
と
効
果
的
で
あ
る
。
今
後
、
首
都
圏
、
日
本
全
国
で
地
域
教
会
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築
か
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。


